
写真1　Wi−Fi搭載Arduinoを生かした「IoT−Light」
Arduino IoT Cloudを経由してパソコンやスマホからIoT−Lightの発光色や光量を制御できる

（a）PCやスマホから操作できる IoT-Light （b）Wi-Fi 搭載 Arduino Nano 形状ボードで LEDを制御する
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意外と進化しているArduinoたち

　最近，電子工作の分野ではラズベリー・パイPico
やESP32など安価で高機能なマイコン・ボードが多
数発売されており，電子工作の王者であったArduino
の相対的価値が低下しているように感じていました．
Arduinoでメインで用いられるUnoや小型のNanoシ
リーズは8ビットのATmega328P（マイクロチップ・
テクノロジー）マイコンを使用しており，処理能力に
ちょっと見劣りを感じています．
　しかし，ここにきてCPU性能を大きく向上させた
Arduino Uno R4がリリースされました．32ビット
Arm Cortex−M4コアのマイコンを搭載し，価格も
3,000円台と非常にリーズナブルです．また，Nanoシ
リーズに関しても人気マイコンのSAMD21，ESP32，

RP2040を用いたボードが続々と発売されています．
　今回は，ラズベリー・パイPicoのマイコンとして
有名になったRP2040を使い，Wi−Fi機能も搭載した
Arduino Nano RP2040 connect（図1）を用いて，Micro
Pythonでアプリケーション開発を試してみます（写真1）．

ラズパイPicoマイコンRP2040＆Wi−Fi
搭載の新型Arduino Nanoボード

● Arduino Nano RP2040 connect
　Arduino Nano RP2040 connectは，図1（a）に示すよ
うにNanoシリーズの基板形状を踏

とうしゅう

襲し，ラズベリー・
パイPicoで使用しているデュアルコアArm Cortex 
M0＋のRP2040マイコンを用いたボードです．図1（b）
に示すように，16 Mバイトのフラッシュ・メモリ，
BluetoothやWi−Fi機能モジュールNINA−W102−01B

（ユーブロックス），MEMSマイクMP34DT06JTR（ST
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